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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ホットの１
児童文化室の近くには，乳児をお連れの方に安心し

て授乳やおむつ替えをしていただける部屋（授乳室）

を設けています。

授乳室内は，プライバシーが確保できる空間となっ

ており，中には，幼児が座ることのできる椅子や乳児

用ベッドを設置しています。

安全のため通常は施錠してありますので，御利用の

際は，児童文化室カウンターの職員にお声をかけてく

ださい。

児童文化室近くの男性用，女性用，いず

れのトイレにも幼児用の椅子を設置してい

ます。小さな子どもさんと一緒の場合も，

安心して御利用ください。

また，女性用トイレ内には，乳児用の折

りたたみ式ベッドも設置してありますので,

おむつ替えの際などに御利用ください。

ホットの２
児童図書モデルリストとは，県立図書館が毎年購入している児童図書の中から，子どもの

読書生活を豊かにし，人間形成を図ることのできる図書を時代性や郷土性も加味して県立

図書館の職員が選定したものです。

今回は平成28年「こどもの本」として，平成27年１月から12月までに当館で

購入した児童図書の中から「幼児，小学校低・中・高学年，中学校，指導者用」

に分けて選定しました。

３月26日（土）からは，児童文化室で展示するとともに，ホームページでも

紹介します。平成26年，平成27年の「こどもの本」－児童図書モデルリスト－

と併せて，積極的に御活用ください。

《一般書》３月３１日（木） 《児童書》３月２６日（土）

○『ときめくフレーズ、きらめくシネマ』戸田奈津子/著 双葉社

○『エトワール広場/夜のロンド』

パトリック・モディアノ/著 有田英也/訳 作品社

○『へろへろ』鹿子裕文/著 ナナロク社

○『最小限主義。』沼畑直樹/著 ベストセラーズ

○『化学災害』門奈弘己/著 緑風出版

○『けしごむくん』 こんのひとみ/作 いもとようこ/絵 金の星社

○『キナコ』 いとうみく/作 青山友美/絵 PHＰ研究所

○『バムーと荒れ野の城』山瀬邦子/作 吉野晃希男/絵 銀の鈴社

○『ハルと歩いた』 西田俊也/作 徳間書店

○『タイムライダーズ 失われた暗号１』

アレックス・スカロウ/作 金原瑞人/訳 樋渡正人/訳 小学館

授乳室内の様子授乳室の外観

男性用トイレ内に設置

している幼児用の椅子

女性用トイレ内に設置して

いる折りたたみ式ベッド

児童文化室近くの

トイレ入口の表示
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○児童文化室ミニ展示 ３月26日(土)～４月22日(金)

「決定！『平成28年こどもの本－児童図書モデ

ルリスト－』」

平成28年こどもの本－児童図書モデルリスト

－を紹介します。

○一般閲覧室ミニ展示 ４月１日(金)～４月28日(木)

「カラフルに暮らそう」

春。華やかに暮らしを彩る「色」や「デザイ

ン」に関する本を紹介します。

書庫増設工事完了に伴う図書移動作業のため，

３月18日(金)から３月25日(金)まで 臨時休館

とさせていただきます。

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

*ヒント* ※ 児童文化室は19時まで

にもつをのせるくるまだよ！ 日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

は，休館日。 ※ ３月18日(金)から３月25日(金)までは書庫増設

に伴う図書移動のため臨時休館します｡

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。

※ ３月の「土曜版おはなしのじかん」はありません。

は，一般閲覧室新着図書の日（３月31日,４月15日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（３月26日）。

絵本『のろまなローラー』（小出正吾/さく
え ほん こ いでしよう ご

山本忠敬/え 福音館書店）からのクイズで
やまもとただよし ふくいんかんしよてん

す。

おもいくるまをごろごろころがして，みち

をきれいにしてくれるローラー。そんなロー

ラーを，いろいろなくるまがおいこしていき

ます。さて，さいしょにローラーをおいこし

たのは，どんなくるまだったかな？

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か

室にある箱に，４月１４日（木）までに入れてください。正
しつ はこ がつ にち もく い せい

解者のなかから抽選で２０人にしおりなどのプレゼントを
かいしや ちゆうせん にん

差し上げます。
さ あ

前回の答えは「きいろいおはな」でした。たくさんの御応
ぜんかい こた ご おう

募ありがとうございました。
ぼ

県立図書館は，図書の閲覧や貸出だけではなく，県外の
学校を含む修学旅行や調べ学習，図書館見学，職場体験学
習など，多くの子どもたちも利用しています。

図書館見学をした小学２年生からは，「うらのそうこに
でんきでうごく本だながあり，びっくりした。」「かった
本はすてずにずっととっておくとはしらなかった。」など
の感想をいただきました。

バリアフリーについて調べに来た小学５年生からは，
「図書館には，大きな字で印刷してあるたくさんの大活字
本があった。廊下の点字ブロックや身障者用トイレ，エレ
ベーターなどもバリアフリーの工夫だとわかった。」との
感想が寄せられました。

また，職場体験学習をした中学２年生からは，「図書館
の職員が普段どのような仕事をしているか，知ることがで
きた。」「相手の立場で仕事をすることの大切さがわかっ
た。」などの感想をいただきました。

このように，多くの子どもたちに，当館の蔵書だけでな
く施設や当館の役割，仕事内容についても知っていただく
機会となりました。

今後も，子どもたちの学習の場として，県立図書館を幅
広く利用していただきたいと願っています。

今回紹介していただいた宝本は，ジャネット＆アラン・アルバーグ作，
佐野洋子訳の『ゆかいな ゆうびんやさん － おとぎかいどう 自転車に
のって』（文化出版局） です。
この本は，お姉ちゃんが子どものときからある本です。中のページがところどころ
ふうとうになっていて，中に手紙が入っています。私は，いつも何回も何回も読み
返しています。でも全然あきないし，とても楽しい気持ちになります。絵も細かいところまできれいにかいてあり
ます。絵だけを見るときもよくあります。お姉ちゃんもこんなふうに読んでいたのかと，ときどき思います。


